






研究目的 

先天異常を予防するための具体策を大別すると,環境変異源を検出し曝露の回避を目的と

するいわゆるモニタリング方式と,遺伝病の診断と医療サービスに重点をおいた遺伝相談

となるであろう。前者は環境要因に基づく先天異常の発生防止を,後者は遺伝要因に基づく

先天異常の発生防止を担うことになるが,環境要因から生じる先天異常はしばしば遺伝性

疾患と酷似した表現型をとるし,また環境要因も遺伝要因の相互作用によって先天異常が

成立することが知られているから,遺伝学の知識を先天異常の臨床診断,病因探求および発

生防止策に役立てることは極めて重要である。 

本委員会は昨年度に継続して,遺伝相談のありかたの検討,遺伝相談ガイドブックの改訂問

題の検討を目的としてきた。本年度は本委員会作業の基礎資料を収集する目的で,遺伝相談

ガイドブックについてのアンケート調査を企画した。 


